
Xpansion Manager V2.0
取扱説明書

Ver.1.0

KONDO KAGAKU CO., LTD.



2

当社製品をご使用いただきありがとうございます。この説明書は EX-2/6/RR の設定データの管理を行うため
のソフトウェア「XpansionManagerV2.0」のインストールと操作方法を説明するものです。

ご使用の前に一度、この説明書をご覧になり内容をご確認のうえご使用下さい。

はじめに

使用許諾
• 本許諾条件に同意する場合にのみ、Xpansion ManagerV2.0（以降、本ソフトウェアと呼ぶ）の
インストール並びに使用を許諾します。

• 本ソフトウェアは実行形式ファイル、ダイナミックリンクライブラリ、設定ファイル、サンプルデータ
ファイルなどで構成されており、以上の全ておよび今後追加されるライブラリ等を含んだ状態を本ソフ
トウェアと呼びます。

• 本ソフトウェアに関する著作権ならびに法律上の諸権利、ロゴマークや一部のアイコンのデザイン、本
ソフトウェアに付属する全てのファイルについて、一切の権利は近藤科学株式会社にあります。

• 本書ならびに本ソフトウェアは、弊社製品をご使用になることを条件として、フリーウエアとして配布
いたします。また弊社製品を使用する場合において複製が認められます。

• 本書ならび本ソフトウェアは近藤科学株式会社に無断での販売、リース、貸与、および有償、無償を問
わず不特定多数への公開をしてはいけません。逆アセンブル、逆コンパイル、ローカライズなどのリバー
スエンジニアリング行為やあらゆる改変を認めておりません。

• 本書ならびに本ソフトウェアのインストール作業や使用した上での不具合やその結果について、または
使用できなかったことについて、近藤科学株式会社は一切の責任を負いません。

• 本書内の会社名、商品名に関しましては、それぞれの会社の登録商標または商標です。本書で使用され
ているイラストやロゴマークについても無断使用してはいけません。

• 本製品は、日本国内で使用されることを前提にしております。海外での使用ならびに国外持ち出しに関
しましては、関係諸法令に基づく認可または届出が必要になる場合がございます。

• 書の内容や本ソフトウェアは、改良その他の理由により、予告無く変更される場合があります。あらか
じめご了承ください。
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• ICS USBアダプター HS （またはICS USB アダプター）

 弊社製品と PC とのインターフェースとなる USB を使用するアダプターです。弊社製品をお取り扱い
の販売店様もしくは弊社ウェブショップにてお買い求めいただけます。

• パーソナルコンピューター

Windows7、Windows8 、Windows８.1、Windows10（32/64bit）が動作している
USB1.1 もしくは 2.0 のポートを備えたパーソナルコンピューター（以下、PCと呼ぶ）。

ご使用になるパーソナルコンピューターに、ICS USB アダプター HS のドライバーをインストールして
ICS USBアダプターHS 、はていつにルートスンイのーバイラド（。いさ下ていおてしに態状るきで用使が
ICS USBアダプターHS のマニュアルをご参照下さい。）

別途ご用意いただくもの

※.NET Frame work3.0以降がインストールされている環境が必要です。

Windows Vista以前のPC（Vista、XP、2000、MEなど）では本ソフトウエアは使用不能です。
お電話やＥメールでのお問い合わせにもお答えいたしかねます。
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XpansionのLCDに右図のICS通信モードが
表示され、これ以外の操作は一切できなく
なります。

ICS通信モードを終了する場合は、接続ケーブルを
取り外します。

Xpansion本体との接続

ソフトウエアの起動

Xpansion本体との接続は、ICS USBアダプター HS に付属のケーブルのうち「全線接続ケーブル」を使用
します。これは、黒、赤、白の 3 本とも結線されているケーブルです。これ以外のケーブルでは正常に
動作しませんのでご注意下さい。

Xpansion本体の通信ポートとパソコンに接続した
ICS USB アダプター HS を全線接続ケーブル
（黒、赤、白）で接続します。

※EX-2/6の電源はONしません。

READ EX >>>PC

WRIT PC >>>EX X

ソフトウェアをダウンロードされた場合には、まず圧縮
ファイルを解凍してアクセス出来る状態にしてください。
解凍されたファイルの一つ、Ex-XpansionManagerV2_0_0_0.exeを
ダブルクリックして実行します。
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1/ 左データウインドウ
Xpansion本体から読み込んだデータを表示させるた
めに使用します。

2/ COM

左データウインドウにPC保存済みのデータを
読み込みます。

3/ Load(PCデータ読み込み）

Xpansion本体との通信に使用するCOM ポートを指定します。

4/ Save(PCへ保存)
左データウインドウのデータをファイルに保存します。

5/ New(新規データ)
左データウインドウのデータを初期化します。

6/ Read(読み込み)
接続したXpansion 本体のデータを左データウインドウに
読み込みます。

7/ Write(書き込み)
左データウインドウのデータを接続したXpansion本体に
書き込みます。

8/ データコピー
左データウインドウのデータ全てを右データウインド
ウにコピーします。

/ Load(PCデータ読み込み） 
右データウインドウにファイルに保存しておいたデー
タを読み込みます。

/ Save(PCへ保存） 
右データウインドウのデータをファイルに保存します。

/ New(新規データ)
右データウインドウのデータを初期化します。

/ メッセージ

/ RefreshXpansion(出荷状態)

マウスポインタがボタンの上に載ったときに、
説明が表示されます。

/ 

右データウインドウ
ファイルから読み込んだデータを表示したり、データ
をコピーして新しいデータの組み合わせを作成するた
めに使用します。

操作説明

ホーム画面 ソフトウェアを起動すると最初に表示される画面です。

②

③ ④ ⑤

⑥ ⑦

⑧

⑨

⑩

⑪ ⑫

⑯

①

⑮

⑬ ⑭

10/

11/

12

13

14

Xpansion本体のすべての設定を工場出荷状態に戻します。

※Xpansion本体のアップデートを行った後は、データ
　移動の前に必ずリフレッシュを行ってください。

15

16

17/ EXIT(終了)
Xpansion Managerソフトを終了します。

⑰

9/ EX-2 / EX-6 Data Read（読み込み）
EX-2 / EX-6 のXpansion（V1.07以前のもの）データを
V2.0以降に引き継ぐ場合に使用します。

データコピー
右データウインドウのデータ全てを左データウインド
ウにコピーします。
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ICS USB アダプター HS がパソコンに正常に認識
されていれば、ソフトウェア上の COM の設定

項目にデバイス名として出てきますので選択しま
す。デバイス名が出てこない場は Windows の

コントロールパネル内にあるデバイスマネージャ
より COM ポートを探し、対応した COM を選

択してください。

通信ポートの設定
ソフトウェア上だけで操作を行う場合には、必要ありませんが、Xpansionを接続してデータの読み書きを行
うためには、ICS USB アダプター HS をパソコンに接続する必要があります。

※上の画像の（COM6）はPCの環境によって変わります。
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データの受信を行うためには、画面上の Read
ボタンをクリックすることで通信が行われます。

「はい」を選択するとデータの受信が始まり、右
の様なダイアログが表示されます。

最初に右の様な確認画面が表示されます。

現在のデータとは、左データウインドウに表示し
ているデータ内容を示しています。データの受信
では、左データウインドウにデータ読みこまれま
すので、現在表示しているデータが上書きされて
消えてしまいます。現在表示しているデータが必
要な場合には、Save で保存しておくか、右デー
タウインドウにコピーしておきます。

Xpansion 本体データの受信

ICSによりデータの送受信を行うことが出来ます。

読込が終了すると右のダイアログボックスが表示
されますので、「OK」を押してダイアログボック
スを閉じてください。

EX-2 / EX-6 Xpansion（V1.07以前のもの）のデータを
V2.0以降のXpansionに引き継ぐ場合に限り、右画像の
EX-2 / EX-6 Data Readボタンを使用します。

・ここで一度 Data Readしたデータは、V1.07以前の
　Xpansionに書き戻すことはできません。

・V1.07以前のデータは、XpansionManagerV1.0
　ソフトウェアで保存、データ加工可能です。

EX-2 / EX-6 のデータを引き継ぐ場合
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データの送信を行うためには、画面上の Write
ボタンをクリックすることで通信が行われます。

Xpansion本体へのデータ送信
ICSによりデータの送受信を行うことが出来ます。

Write ボタンをクリックすると右の様なダイアロ
グボックスが表示されます。左データウインドウ
に表示しているデータが Xpansion本体に書き込まれ
ます。Xpansion本体内のデータは上書きされて
しまいますので注意して下さい。

「はい」をクリックすると右の様なダイアログボッ
クスが表示されて、データの送信を行います。

※

※EX-2 / EX-6 の　Xpansion（V1.07以前のもの）に
    書き込むことはできません。XpansionManagerV1.0
　をご使用ください。

読込に比べて時間がかかりますので予めご了承
ください。

データの送信が終了すると右のダイアログボックスが
表示されますので、「OK」を押してダイアログボック
を閉じてください。

Xpansion と接続して通信を行う場合には、前述した
ICSUSB アダプター HS がパソコンに接続され
ている必要があります。

もし、書き込みに失敗した場合は、
ICS USB アダプター HS や接続コードを確認し、
再度書き込みなおしてください。

※Xpansion本体のアップデート後にデータ送信
　する場合は、送信前にRefresh Xpansion（出荷
　状態に戻す）を実施してください。
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• Load(PCデータ読み込み)

パソコン内に保存したデータをデータウインド
ウに呼び出します。ここで呼び出せるデータは、
このソフトウェアで保存したデータ形式だけと
なります。

• Save(PCへ保存)

データウインドウの内容をパソコン内に保存し
ます。保存されるデータは、左右それぞれのデー
タウインドウ内のデータだけです。左データウ
インドウ内のデータ保存では右データウインド
ウ内のデータは保存されません。また逆の場合
も同様です。

• New(新規データ)

データウインドウ内のデータを初期設定値に戻
します。
新規にデータを作成する際に使用しますが、こ
のデータをそのままXpansion本体に送信すると
本体内のデータも初期化と同じデータと
なってしまいますのでご注意下さい。

• All Copy to Right（右ウインドにコピー）
• All Copy to Left（左データにコピー）
ウインドウ内に表示しているデータを逆のウイ
ンドウにコピーします。コピー先のデータが置
き換わりますのでご注意下さい。

データのウインドウでの操作
データウインドウでの操作は、左右のウインドウで基本的な操作は共通です。下の説明では基本的な説明
として左データウインドウを例に説明しています。
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左右それぞれのデータウインドウには、送信機の
アイコンが、40 個ずつ表示されています。この
アイコン 1 個がひとつのモデルメモリを表しま
す。

画面上には 40 個のデータが一度に表示されませ
んが、右のスクロールバーを操作することで全て
のデータを見ることができます。

 マウスのボタンを離すと下の確認ダイアログが
表示されて「はい」をクリックすることでコピー
が完了します。

• 右クリックメニュー
モデルコピーを行うもう一つの方法は右クリッ
クによって表示されるメニューを使用する方法
です。コピーしたいモデルを右クリックすると
右の様なメニューが表示されます。ここで
Copy を選択します。次にコピー先のモデルで
同じく右クリックして同じメニューを表示させ
てから Paste を選択します。これでモデルコ
ピーが完了します。

 データのコピーは、同じデータウインドウの中
だけではなく、左と右のデータウインドウ間で
も行うことができます。

モデルデータのコピー

• ドラッグ＆ドロップ
モデルデータのコピーを行うためには 2 つの
方法があります。一つは、マウスでモデルデー
タをドラッグ＆ドロップで他のモデルメモリに
コピーする方法です。右の図では、まず、モデ
ル 5 を左クリックしてそのままマウスを移動
させてモデル 6 にコピーしようとしています。

Xpansion model：6にコピーしますか？
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1/ モデルネーム編集ボックス
モデルネームを編集することができます。

2/ パラメータ選択ボタン
パラメータ設定画面で表示する項目を選択します。

3/ コントロールモードボタン
3ch 、4ch から出力するモードを選択します。

4/ パラメータ設定タブ
パラメータ設定画面で表示する項目を選択します。

5/ パラメータ設定画面
パラメータ選択ボタンおよびパラメータ選択タブで設定された項目に応じた設定できるパラメータを
表示します。

モデルデータの編集
データウインドウ内の各モデルデータをダブルクリックすることで、それぞれのモデルメモリーごとの内
容を見たり編集することが出来ます。

図では、FUNCTION(設定) の中の TIMER タブの項目を表示しています。
の他の項目に切り替えるには④のタブをクリックして切り替えます。

②

③

⑥

④

⑤

①

FUNCTION(設定)

コントロールモードに選択されていないCh3/Ch4のパラメータ設定画面は変更不能です。

6/BACKボタン 
モデルデータの編集を終了し、初期画面に戻ります。

③

RR
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Xpansion本体の初期化

データの受信を行うためには、画面上の
Refresh Xpansion（出荷状態）ボタンを
クリックすることで　初期化の通信が行われます。

ICSによりデータの初期化を行うことが出来ます。

「はい」を選択するとデータの送信　が始まり、右
の様なダイアログが表示されます。

最初に右の様な確認画面が表示されます。

現在のデータとは、左データウインドウに表示し
ているデータ内容を示しています。初期化作業
では、左データウインドウに初期データが読込され
るので、現在表示しているデータが上書きされて
消えてしまいます。現在表示しているデータが必
要な場合には、Save で保存しておくか、右デー
タウインドウにコピーしておきます。

読込が終了すると右のダイアログが表示されます
ので「OK 」を押してダイアログを閉じて下さい。
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